
科目の種別 修得単位
として認定

修了要件
に含める 成績評価 ＧＰＡ算

出の対象 備　　　考

入学後に修得した科目

自専攻の科目 ○ ○ ○ ○ 一部、修了要件への算入制
限があるので注意すること。

他専攻の科目 ○ × ○ ○

産業技術大学院大学履修規則別表３に定める科目 ○ 備考参照 ○ ○ 各科目を修了要件に含める
か否かは、専攻ごとに定める。

インターンシップ ○ × △ *1 ×

入学前に修得した科目（ただし、既修得単位として認定された科目のみ）

本学で修得した科目

ＡＩＩＴ単位バンク生として修得した科目（自専攻分） ○ ○ ○ ○

ＡＩＩＴ単位バンク生として修得した科目（他専攻分） ○ × ○ ○

正規学生として修得した科目（自専攻分）
※本学の一方の専攻を修了後、もう片方の専攻に入学した場合

○ ○ ○ ○ 他専攻分の科目の単位は、
既修得として認められない。

他の大学院等で修得した科目 ○ ○ × ×

・ 0、1 の評点は、いずれも 0 を GPA 素点とします。
・科目の GPA 素点を GP、その科目の単位数をｎ、成績管理システムへ登録した単位数の合計を

N とすると GPA は次式で計算されます。
N= Σｎ
GPA= Σ（GP ×ｎ）/N

このように GPA は GP に単位数をかけた値の平均（加重平均）となります。なお、履修科目の
確定後に履修を放棄した場合は、GPは0として平均点が算出されるため、単位が修得できなければ、
GPA は下がるので注意してください。

ただし、同一科目の再履修を行った場合は、最新の成績評価のみが当該科目の GP として採用さ
れます。再履修後の成績評価が「不可」の場合は、再履修前の成績評価を GP とします。

各修得単位の GPA 算入の有無等については、次表を確認してください。

正規学生の修得単位の取扱い　

＊ 1　「合格」又は「不合格」の２段階評価

７　学修内容の証明（ディプロマ・サプリメント）
修了時には学位記と合わせて、個々の学生が取得した学位・資格の学修内容についての証明書

であるディプロマ・サプリメントを交付します。ディプロマ・サプリメントは、国境を超えた教
育の提供と学生の流動が活発化している中、国外の学位・資格に関する公的かつ透明性のある説
明文書としての役割を持ちます。ディプロマ・サプリメントの第 5 項目に記載されている「人材像」
及び「修得レベルを示すグラフ」に関しては p.10「1（5）カリキュラムの特色等」を参照してく
ださい。
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5.5     当プログラムリーフレット  
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5.6     学生ガイダンス資料
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